
同位体分離に興味を持ち、Uの電気泳動実験を行ったのが50年前である。そ

の後ウラン濃縮化学法に出会い、酸化還元陰イオン交換樹脂法を提案した。
この研究過程で異常な濃縮挙動がみられ、各種元素の同位体効果を詳しく調
べた結果、重い元素での核体積効果を確認した。またカラム分離法は高速炉
用15N、軽水炉用減損64Zn、二重β核種48Ca濃縮研究などに繋がった。同位体
の質量効果異常は地球化学分野でも関心を持たれている。
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